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  次に、町にはどんな人が住んでいるのか考えを出し合いま

した。自分たちにとってくらしやすい町が、「『誰にとっても』

くらしやすい町なのか」を課題として設定しました。 

 

【９月５日】 

自分たちが住む「町」は、 

「自分たちにとって、くらし

やすいのか？」「くらしやすい

とは何か？」を考えました。 

【９月２６日、１０月１０日、

１０月３０日、１１月１０日】 

 目の不自由な方や耳の不自

由な方から、生活する時に大

変なことや工夫していること

などを聞きました。 

 

ました。さらに調べたいことを個人やグループで決め、交流のメ

モや、本・インターネットを使って調べたり、再度インタビュー

をしたりしました。 

【1１月２７日、２８日】 

交流・体験を通して

学んだことや聞いたこ

とをまとめ、「だれもが

くらしやすい町」につ

いて改めて考え 

【１月２４日】 

 

 

 

 

学校公開で、保護者や地域の方に、個人やグループでま

とめたことを発表しました。クイズや劇などを取り入れ、

工夫して伝えることができました。また、「だれもがくらし

やすい町を目指して」自分は何をしていきたいのかを全員

が発表することができました。 

 

・様々な方との交流や体験活動を通して、感じ方や考え方などを理解し、その人の立場に立

って考えることができるようにする。 

・様々な人が社会で暮らしていることを知り、共に暮らしていくために、自分たちにできる

ことを考え、実践しようとする意欲を高める。 

まとめ コラム 
 交流や体験を通して、子どもたちは、自分が暮らす町には、様々な人がいることに気付くことができました。そして、様々な人がくらしやすく

なるための環境の工夫が多くあり、支援をする人も身近にいることを知りました。 

学習を通して、障害は「大変なこと」というイメージから、その人自身の生きる力強さや魅力があることや、自分たちと同じ悩みや喜びがある

ことを感じていました。さらに、「だれもがくらしやすい町」とは、障害や病気、年齢などに関わらず、「自分たちにとってもくらしやすい町」と

改めて考えることができました。障害や病気に対して正しい理解をし、差別なく接することや、自分たちにできることをすすんでしていこうと

いう気持ちをもつことができました。（４年担任） 

だれもがくらしやすい町を目指して 

（みんながくらしやすい社会を考えよう）（わたしたちにできることを実践しよう） 

また、認知症の方を支援する人や地域の福祉に携わっている

方の話も聞きました。障害や認知症を身近なこととして感じる

とともに、自分たちにできることが多くあることを知りました。 


